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岩城 晶巳 議員（代表質問） 

 

 

１ 水野新市長の所信を問う 

 

(１)  この時期の就任なので、今予算は骨格の予算となり、時間的にも制約

もあり自分の思いの予算編成はできなかったと思われる。先日の提案理

由説明で一端を示されたが、選挙で約束されたマニフェストはこれから

の６月議会以降の補正予算で実現されるものと考えるがその決意を問う。 

 

(２) 前市長は毎年各地区、団体ごとの対話を行っていたが新市長の考えは。 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症につい

て 

 

・  新型コロナ感染症が、日本に入って３年目になる。今富山県は、第６

波の真っ最中、全国的には１日の感染者が10万人を超える日があり、富

山県においても500人を超えることが珍しくない。滑川市でも毎日２桁台

に乗ることが、当たり前の状況だ。数字を見れば、市内に発症者が出て

から去年末まで129人であり、今年に入ってから２ヶ月で313人と比較な

らない感染者の多さだ。その中でも、今回の特徴は、10歳代・10歳未満

の子どもたちの感染が多くなっていることで、その中で質問する。 

ア 18歳以下のワクチン接種の状況は。 

イ ５～11歳のワクチン接種は３月14日からとのことだが、どのような

対応になるのか。 

ウ 滑川市の大人への３回目の接種の状況は。 

 

 

３ Ｎｅｔ３について 

 

・  ＴＡＭと2021年３月譲渡契約が結ばれ、７月１日よりテレビ事業を含

め本組合の一切の資産・権利がＴＡＭに譲渡され、すべてのサービスが

ＴＡＭの運営となった。これらを踏まえての質問である。 

ア 民営化に至った理由は。 

イ 光ケーブルへの工事総額費用は入札で18億円程度になったと聞く

が間違いないか。滑川市の実質負担はどの程度に抑えられたのか。 

ウ 光ケーブルの取り付けは各市町で終わったのか。 

エ 家までの引き込み工事だが、期間はどの程度みているか。引き込み

工事費は加入者負担か。 
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オ 国からの補助金を受けたことで、10年間はＮｅｔ３の事務組合を担

う３市町は解散できないとのことだがその理由は。 

カ Ｎｅｔ３の民営化により、市の番組は番組制作費用や中継費用を支

払うことになるが、現状の番組体制を維持すればどの程度の費用負担

が発生するのか。 

 

 

４ スポーツアカデミーサッカー場人

工芝について 

 

・  今議会にスポーツアカデミーサッカー場の海側のコート１面だけの、

人工芝張替え予算が提出されている。しかし、この４月に射水市に同じ

施設が観覧席を備えてオープンする。これによって滑川の施設の利用頻

度が大幅に少なくなると考える。市の活性化、イメージを考えれば手を

こまねいているわけにはいかない。早急に山側コートの芝の張替えや観

覧席の設置など追加策を検討せねばならないのではないか。 

 

 

５ 観光について 

 

・  富山湾に春を告げるホタルイカ漁が始まった、３月１日の解禁日には、

初水揚げで50Kg程度と低調であったが、これからの大漁が期待される。

その中、４月１日よりほたるいか海上観光が始まるのと富山湾岸クルー

ジングの岩瀬ルート開設についてお聞きしたい。 

ア 今年のほたるいか海上観光はこのようなコロナ禍の状況で大丈夫

か。予定どおり実施できるのか。 

イ コロナ禍の状況下でもあるが、ほたるいか海上観光の申込み状況は

どうなっているのか。 

ウ コロナ対策はどのようにするのか。 

エ 荒天時やむなく中止にしなければならない時のお客さまへの対応

は今年はどうするのか。 

オ 去年富山湾岸クルージング岩瀬ルートが開設されたが実績はあっ

たのか。 

カ 岩瀬ルートは、｢30分の航路で岩瀬の町並みと食事、ライトレールで

富山市内へ行きショッピング、帰りはあいの風とやま鉄道で帰宅｣な

ど魅力あるルートである。今年からは力を入れるべきと思うが考えは。 
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竹原 正人 議員（代表質問） 

 

 

１ 今後の市政運営について 

 

(１) 市長は市議時代に、社民党籍を持ち議員活動をされていたが、今回の

市長選で自民党員となった理由を伺う。 

 

(２) 市長提案理由説明の中で、上田前市長をはじめ歴代市長が築き上げて

こられた大切な財産をさらに熟成され、新しい滑川へと発展させるとあ

るが、熟成の意味と、新しい滑川とはどういう滑川を指すのか。 

 

(３) 時間の無い中での新年度予算編成であったと考えるが、継続事業の廃

止や新規事業の追加など、各種事業仕分けについて、どのような基準で

考えたのか。 

 

(４) 廃止した継続事業の事業名と予算規模を示せ。 

 

(５) 原油価格の高騰や、さまざまな業種業界で原材料等の値上げが今後も

続いていくと考える。 今後、例年どおりの予算では不足が生じる。一般

管理費に限らず、指定管理や委託事業、入札も含めて予算対応はどのよ

うに考えているのか。 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対策に

ついて 

 

(１) ワクチン３回目接種の対応状況と今後予定の５歳から11歳児童へのワ

クチン接種についての対応は。 

 

(２) 市内観光応援事業補助金が新規で予算が付いているが、前回実績と評

価、そして今回の利用見込みについて伺う。 

 

 

３ 観光振興について 

 

(１) ほたるいか海上観光について 

ア 今シーズンの市内宿泊施設を利用した観光客の予約状況を含めた

全体の予約状況を伺う。 

イ ２隻での運航体制は万全か。 
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(２) 市内観光応援事業補助金に加え、４月28日までではあるが、県民宿泊

割を併用して、平日の地元観光客誘致にもつながると考えるが見解は。 

 

(３) 新型コロナウイルス感染症対策について、従来の対策に加え、ワクチ

ン接種証明の提示や簡易検査の実施などは考えていないのか。 

 

 

４ 子どもたちの学習環境について 

 

(１) 来年度から土曜授業を廃止することとなった。理由は。 

 

(２) 小中学校の１人１台のタブレット端末について活用はどこまで考えて

いるのか。個人個人の操作や習得度を測ることは考えていないのか。 

 

 

５ 海浜公園整備事業について 

 

・  昨年９月定例会で、利用者の利便性について伺ったが、その後の対応

についてどうなっているのか。管理、運営体制を伺う。 
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吉森 真人 議員（一般質問） 

 

 

１  学校教育について 

 

(１) 土曜授業について 

ア 土曜授業廃止に対する決定権はどこにあるのか。 

イ 土曜授業廃止の理由とは。 

ウ ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ教育と土曜授業の関連につい

て問う。 

エ 土曜授業のメリット、デメリットとは。 

オ ８年前に土曜授業を導入した際の本市における意図、目的とは。 

カ ８年前と比べての成果、効果を問う。 

キ 土曜授業に代わる対策を考えているのか。 

 

(２) コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）及び地域学校協働活

動について 

ア コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の概要とは。 

イ コミュニティ・スクールの導入及び地域学校協働活動本部の整備に

ついて、本市の進捗具合と今後の具体的なスケジュールを問う。 

ウ 地域部活動についてどう考えているのか。 

エ 地域学校協働活動を活用して具体案は何か考えているのか。 

 

(３) 小学校の統廃合についての考えを問う。 

 

 

２ 滑川ＳＤＧｓについて 

 

(１) 滑川ＳＤＧｓとはどういったことなのか。 

 

(２) 今後の具体的な取り組みと市職員への意思統一について問う。 

 

 

３ 市長就任にあたって 

 

(１) 市長になろうとしたきっかけや志を問う。 

 

(２) 市職員、議会並びに市民に対してこれからの想いを問う。 
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安達 真隆 議員（一般質問） 

 

 

１ コミュニティバス事業について 

 

(１) 運行について 

ア 12月定例会で質問した自由乗降についてどのように見直しを検討さ

れたのか。 

イ デマンド方式の導入、検討はどうか。 

ウ 滑川市地域公共交通会議での反応はどうであるか。 

   エ 滑川市地域公共交通計画を新年度に策定すると聞いているが、何か

新しい考えはあるのか。 

 

(２) 新車導入について 

・ ３月に入る予定のバスはいつ納車されるのか。 

 

(３) 既存車両について 

ア 新車が納車されると、今まで走っていた車両を予備車として運行で

きるのか。それとも、またレンタカーを使うのか。 

イ １月頃にピンクバスが車両トラブルで停車していたが、それから車

両を見かけないがどうなっているか。また、故障しているのであれば、

修理をして使用するのか。 

ウ もう一台走行距離から、そろそろ入れ替え時期がきているような車

両があるが、その車両は大丈夫か。 

 

(４) 乗車率の増加について 

ア 提案理由に 2,287 人増加となっているが、今後も利用率が増加すれ

ば車両管理をきちんとしなければならない。運行を止めるわけにいか

ないが、その対策は講じているのか。 

イ 安全で安定したバスの運行方法を検討しているとあるが、具体的に

どのような方法か。 

 

 

２ 消防団について 

 

(１) 消防団の育成について 

ア 現在、滑川市消防団は９分団で実員数 296 人と聞いている。定数 330

人に対して 34 人欠員になっているが、増やすのもなかなか難しいと

思うが、何か対策はあるのか。 

イ 国の方針により報酬を個人支給にする方法がとられるが、そのこと
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で団員増加につながるのか。 

 

(２) 機能別団員について 

ア 県内各市町村で機能別団員制度を導入しているが、滑川市でも消防

団員が増えないのであれば機能別団員制度を取り入れるべきではな

いか。 

イ 機能別団員は今まで消防団員であった人、定年になった人などが多

いが、まさに火災現場には特に必要性の高い人材であると考えるが見

解は。 

ウ 機能別団員制度を導入されるにあたっては条例の改正や報酬・服

装・共済費など公費予算関係などいろいろあって簡単でないこともあ

るが、先に取り上げた消防団員の増加も難しいことから、まず、アン

ケートなどによる機能別団員の入団希望を募るなどの方法も考える

べきではないか。 

エ 消防団員数は今現在 34 人欠員であれば、機能別団員で補填される

のも一つの考えではないか。早急に検討し、導入を考えていただきた

いが見解は。 

 

 

３ 滑川中央線の樹木について 

 

・  滑川中央線のケヤキについて 

 

ア ケヤキの木があまりにも大きくなりすぎて外観が悪くなっている。

あまりにも数が多く、少し間引きする考えはないか。また、電線など

にもかなりはみ出しているが大丈夫か。 

イ 時期になると多くの落ち葉が道路に落ちることから多くの市民の

方々が募って掃除をされているが当局の考えは。 

ウ 冬になり雪が積もると、枝も下がり、また雪が付着して突然雪の塊

や枝が落ちてきて非常に危険であるが、枝打ちなどの考えはないか。 
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 水橋 真治 議員（一般質問） 

 

 

１ 滑川市版スマートシティの実現に

ついて 

 

(１)  本市の個人情報保護条例に規定されている個人情報保護は遵守される

のか。 

 

(２) マイナンバー等の特定個人情報については、全国的に情報漏えい等が

毎年のように発生しているが、本市の情報セキュリティに問題はないの

か。 

 

(３) デジタル改革の本市への具体的な影響はどうなるか。 

 

 

２ 安心して子育てできる環境の充実

について 

 

(１) 放課後児童クラブのさらなる充実をどのように図っていくのか。 

 

 (２) 市内の放課後デイサービス事業所の現在の利用状況はどのようになっ

ているか。 

 

（３） 障がいのあるお子さんに対して、市ではどのような療育（発達支援）

を行っているか。 

 

(４) 障がいのあるお子さんとそのご家族に寄り添った発達相談やリハビ

リ、療育が行える施設を開設する予定はあるか。 

 

 

３ 教育現場でのコロナ対策について 

 

(１) 教育現場での、児童生徒、教職員の健康管理や心のケアの状況はどう

か。 

 

 (２) いつ頃から、学校行事を円滑に進めるため、児童生徒の抗原検査キッ

トを学校に配置される予定か。 
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４ 道路や用水等への安全対策につい

て 

 

(１) 高齢者にとって危険な道路や用水等は把握されているのか。 

 

(２) 危険な道路、危険な用水に対して、対策は取られているのか。また、

今後どのような対策を取る予定か。 
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 開田 晃江 議員（一般質問） 

 

 

１ 子育て支援について 

 

 ・  医療的ケア児の支援について 

一人一人の症状に合わせた優しい支援の取り組みを。 

 

(１)  人工鼻や吸痰カテーテルの支援体制について 

 

(２) ３才以上のＲＳウイルスの予防接種無料化について 

 

(３) 肢体不自由児でもなく、知的障害でもなく医療ケアだけが必要な子ど

もは、特別支援学校に入学できないと聞いた。市として今後の取り組み

を伺う。 

 

(４) 医療ケアの必要な子どもの普通小学校への入学希望に対して、市とし

てどのような整備が必要と考えているか。 

 

(５) 東加積小学校に特別支援教室の設置はどうか。 

 

(６) 一人一人の状況に合わせたおむつの支給のあり方について 

 

 

２ 食育について 

 

(１)  市長の政策集の中で学校給食への有機野菜の導入を検討すると提言さ

れているが、今後の進め方を伺う。 

 

(２) 海洋深層水塩「健好の塩」を食育の取り組みの中に項目として取り上

げ、人体に塩の必要性を訴え良質な塩の摂取が不可欠であることを認識

し、市民消費から市外への広がりを狙いとして、塩によって滑川市の町

おこしができないか。 

 

(３) 食育は「市民の健康」、「輝く滑川」につながると考えられる。家庭に

おける食育の推進について、今後の進め方は。 
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３ コロナ禍の中で 

 

(１) コロナ感染症予防の観点から、５才から11才のお子さんをもつ家族の方

からワクチン接種の不安な声の問い合わせはあるのか、あればどのような

ことか。 

 

(２) 市長の施策の中から、学校行事を円滑に進めるため、子どもたちのため

の抗原検査キットを学校に配備するとあるが、大いに進めてほしい。また、

子どもだけではなく学校行事の参加の為に親のための検査キットの準備も

有料でもよいのでできないか。 

 

 

４ 医療の充実について 

 

(１) 市内の小児科医院が閉院され大変困っているとの声が続いている。厚

生連滑川病院に外来を増やしてもらう考えはないか。市から正式に厚生

連にお願いしてほしいがどうか。 

 

(２) 富山県が進めている医学部学生奨学金制度を滑川独自に新たに設けて

はどうか。医療が充実していない自治体は、人口減少に対応していない

となり、魅力がない。滑川に転入される方のためにも早期に対応された

い。 

 

 

５ 18才成人の在り方について 

 

(１) 18才成人で大人の定義が変わることに対して、周知と意識づけのため

の今後の滑川市の取り組みは。 

 

(２) 今後の滑川市の成人式はどのように行うのか。20才か18才か市の考え

方を市民の皆さんは待っておられる。早く知らせてほしいと思うがどう

か。 
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 髙川 正樹 議員（一般質問） 

 

 

１  一般廃棄物対策について 

 

(１) 今定例会の市長提案理由には、ごみの減量化、再資源化をより一層推

進するとあった。これまでも「ごみの分け方、出し方心得手帳」が全戸

配布されるなど、市民へ周知してきたところであるが、まだまだ市民へ

の周知が必要と思われるが、今後、どのように周知していくのか。 

 

(２) 資源ごみについては、リサイクルマークが基準となるが、リサイクル

マークがないものは資源ごみの対象とならないのか。 

 

(３) 外国人への周知について、どのように行っているか。 

 

 

２ 中滑川複合施設について 

 

(１) まだまだ続いているコロナ禍であるが、地域住民の方への事業説明は、

どのように行ってきたか。また今後どのように行うか。 

 

(２) どこの地区、町内会、団体からでも要望があれば、工事の進捗状況や

施設の概要について説明会を開催していただきたいと考えているがいか

がか。 

 

(３) テナント内の什器備品の整備について 
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原 明 議員（一般質問） 

 

 

１ 農業の振興について 

 

(１)  海洋深層水トマトの生産拡大とブランド化について 

 

(２) 富山県は農林水産物の輸出拡大に向けて目標を示した。滑川市の取り

組みへの見解は。 

 

(３) 担い手育成を含め経営体の在り方や農業、農地の持続的な活用や維持

のため、滑川市の農業を考え実践していく組織が必要だと思うが見解は。 

 

(４) 農家や営農組織への市独自の支援策を検討すべきと思うが見解は。 

 

 

２ 海洋深層水について 

 

・  海洋深層水の今後の活用について 

 

 

３ 浜の活力再生プランについて 

 

・  漁港周辺エリアの土地、建物を活用した「漁港、観光振興エリア」の

整備による漁港周辺の賑わい創出事業の計画、整備のスケジュールは。 
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青山 幸生 議員（一般質問） 

 

 

１ タラソピアについて 

 

(１) 近年の損益計算書の内訳は。また委託事業費の内訳は。 

 

(２) 平成10年10月にタラソピアがオープンして24年経過した。その間、大

規模な機械設備や電気設備等の入れ替えは行われていないが見解は。 

 

(３) コストの中でも比率が高い燃料費について近年の推移は。 

 

(４) タラソピアについては利用者の意見を伺いながら新年度中に方向性を

示すとのことであったが、廃止をするということで間違いないか。 

 

 

２ 財政の認識について 

 

 

(１) 水野市長は前回の市長選出馬時に上田前市長に任せたら財政が破綻す

るとの見解であったが、その根拠は。 

 

(２) 現在の滑川市の財政は良いのか、悪いのか。指標または金額の明示を。 

 

 

３ 滑川市版スマートシティについて 

 

(１) 滑川市版スマートシティの詳細は。 

 

(２) サテライトオフィスの誘致の理由は。 

 

 

４ スポーツ向上について 

 

(１) 夢の教室開催費 214 万円について、昨年度予算との差額 28 万円の詳

細は。 

 

(２) 今後、滑川市のスポーツ能力向上、そしてメンタルが強い子どもたち

を増やすためにどのように考えているか。 

https://www.kensakusystem.jp/namerikawa/cgi-bin3/GetText3.exe?fjw4le9jfnha3ahvdf/H280310A/196882/10/1/1/%83%5E%83%89%83%5C%83%73%83%41/0#hit2
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 谷崎  潤一 議員（一般質問） 

 

 

１ 新幹線遠足について 

 

(１)  新幹線遠足の廃止検討についての経緯は。 

 

(２) 存続の検討はできないのか。 

 

 

２ キラリングルメの森について 

 

(１) 廃止理由の説明をお聞かせ願いたい。 

 

 (２) (１)を踏まえて代替案は検討されているのか。 

 

 

３ 健康寿命・維持に繋がる支援につい

て 

 

・   高齢者の滑川市総合体育館利用料金について、70歳以上の無償化は可

能か。 

 

 

４ 滑川市の文化・芸術について 

 

・   今後滑川市は文化・芸術に対してどの様な予算を検討していくのか。 

ア 滑川在住または出身者・滑川市内の学校関係による文化芸術音楽の

滑川市内における発表支援 

イ 滑川市内の小中学校吹奏楽部の楽器の老朽化による入れ替え 

ウ 加島町防波堤の絵の老朽化 
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大浦 豊貴 議員（一般質問） 

 

 

１ 滑川市消防団条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 

・ 処遇改善を図ることを目的とし、今定例会に滑川市消防団条例の一部を

改正する条例案が提出されている。改正内容では「年額報酬」として新規

報酬の創設が図られたが、年度途中での新入団員や退団員に対する対応を

問う。 

 

 

２ 藻場による水産資源維持・環境保全

の推進について 

 

(１) 藻場は、海藻や海草の群落であり、沿岸域の漁業生産を支える重要な

基盤といわれる。富山県農林水産総合技術センター水産研究所では、平

成28年に滑川市中川原地先を含む、県内主要藻場７地先の26地点におい

て、海藻現在量調査を実施し、海藻繫茂期における海藻現在量を10年前

に得られた値と比較し報告した。滑川市中川原地先の水深３ｍ及び５ｍ

では、優占種であったテングサ類は半分以下となり、優占種が一年生海

藻へ変化したとされた。藻場は海の環境を保護するうえで、二酸化炭素

の吸収と酸素の供給、窒素やリンを吸収し水質浄化、生物の生息場所等、

大切な役割を担っており、近年では地球温暖化防止の観点から国交省・

環境省・水産庁等もブルーカーボンの役割や活用を検討するなど国際的

にも注目されている。水産業面での資源量・水揚げ量の関係性と環境面

でのＣＯ２吸収・貯留を自然作用で行うこと等、藻場の必要性に対する見

解を問う。 

 

(２) 環日本海環境協力センターでは、藻場の保全に役立てるため、人工衛

星を活用したリモートセンシングによる富山湾の藻場分布状況をモニタ

リングしているが、滑川市沿岸の現在の藻場分布域や現在量について把

握することは、現在行われている栽培漁業の種苗放流事業効果向上や今

後の資源維持の方針・事業の見直しに重要と考えるが見解を問う。 

 

(３) 現在本市では滑川高校海洋科海洋クラブが、水産多面的機能発揮対策

事業として藻場の保全活動を実施しているが、本市、浜の活力再生プラ

ンに係る水産業再生委員会での協議や環境保全、水産資源の維持・増大

の取組として、また企業等との連携した環境保全の取り組みを推進でき

ないか。 
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３ 都市基盤整備について 

 

(１) 中滑川駅前エリア整備事業は２月末時点で工事進捗率40％に達し、本

年９月完成に向け整備中と報告された。施設管理運営方法・各テナント

との出店契約等スケジュール計画、供用開始時期をいつ頃と進捗管理し

ているかを問う。 

 

(２) 滑川駅前市営住宅跡地は、都市計画マスタープランの整備方針では住

宅専用地エリアに含まれる。しかし、賑わい創出拠点に位置づけされて

いる要因はなにか。もし、既存ストックの有効活用の方針によるもので

あれば、都市機能立地区域の適正化判断へ迅速な対応を遅らせているの

ではないか。見解を問う。 

 

(３) 地域別の構想によっては、当局の見込みを上回る民間事業所による宅

地造成による住宅の増加や、デジタル媒体の広告活用によりエリアにと

らわれない商業店舗の創業など、急激に社会状況は変化しているのでは

ないか。行政が担うべき整備優先地域・地域適正用途を整理し、都市整

備方針や地域別構想へ落とし込んでいく必要性について見解を問う。 

 

 

４ 滑川市教育委員会の運営について 

 

(１) 令和４年度、東福寺野自然公園研修センターの管理運営費の予算案が

提出されている。本市個別施設計画においても現在建て替え検討中では

あるが、耐震補強工事がされていない未耐震施設である。地震等による

災害発生時においても、施設管理者、施設利用者の安全を図る義務があ

る教育委員会は、運営を決定されたか見解を問う。 

 

(２) 教育委員会から東福寺野自然公園研修センター管理運営費の予算要求

を受け、予算案として提出した財政課の判断を問う。 

 

(３) 教育委員会制度の趣旨は、政治的中立性や継続性・安定性を確保し、

地域住民の意向を反映することとし、また教育委員会は、地方自治法第

180条の５に基づき設置され、首長から独立した地位・権限を有する行政

委員会だと認識している。今日、自主的・主体的な自治体行政を一体と

なって推進しなければならない時代にあって教育委員会制度の必要性に

ついて見解を問う。 

 

(４) 土曜授業の廃止に対し、これまで土曜授業の継続性を確保してきた滑

川市教育委員会は、市長提案理由説明要旨のとおり子どもたちの時間を
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置き換えていくことを必要と判断された見解について問う。 

 

 

５ フットボールセンターについて 

 

(１) サッカーコート１面の人工芝張替えに対しＪＦＡ・ｔｏｔｏ助成金と

公共施設整備基金による繰入れでの整備予定であるが、工事着工時期・

期間を問う。 

 

(２) 現在指定管理者であるフットボールセンター富山は、建設当初に貸出

した用地取得等の繰入れも返還中である。本市一般財源からの6,000万円

に対し相手方と協議が行われたものと考えるが、計画について問う。 

 

(３) 山側コートの状態、今後の整備計画を問う。 
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古沢 利之 議員（一般質問） 

 

 

１ 市長の「30の政策」について 

 

・  提案理由で「すぐに具現化できるもの、少し時間を要するものなどに

仕分けながら」とある。いずれにしても、市長は問題意識、課題を感じ

ている事項だと思われる。現時点の問題意識を問う。 

ア 「強い滑川市」から 

(ｱ) 「市内全域の道路・橋・河川・漁港・避難所などのハード面の

安全総点検を実施」とあるが、従来の点検結果との関係は。何が

課題か。 

(ｲ) 「各地域の防災拠点に防災備蓄倉庫」とあるが、現行備蓄と分

散備蓄の課題についてどう考えているか。 

(ｳ) 「消防団員の補充に対する支援」とあるが、どのような支援を

想定しているか。 

(ｴ) 「学校給食に有機野菜の導入を検討」とあるが、どのような課

題があるか。 

(ｵ) 中山間地に「オートキャンプ場の誘致」とあるが、現在整備中

の海浜公園のキャンプ場との関係は。 

イ 「優しい滑川市」から 

(ｱ) 「暮しの保健室」の具体的イメージを示されたい。 

(ｲ) 「厚生連滑川病院への医師確保」とあるが、高いハードルへの

挑戦だと思う。段取りをどうするのか。 

(ｳ) 「放課後児童クラブのさらなる充実」とは何を想定しているか。

現在の課題の認識を問う。 

(ｴ) 「富山医療福祉専門学校の卒業生が市内で勤務する場合の助成

制度」とは。 

ウ 「輝く滑川市」から 

(ｱ) 「文化ホールの基本構想」策定着手の時期は。 

(ｲ) 「デマンドタクシーの実証」の開始時期は。 

(ｳ) 「のるマイカーの利便性向上」とあるが、現在の課題は何か。 

 

 

２ 農業政策について 

 

(１) 市内稲作生産者が直面している困難への認識はあるか。 

生産者米価の大幅な下落は、再生産を困難にしている。 

 

(２) 水田活用直接支払い交付金の見直しが示されている。市内で該当する
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地域はあるか。 

 

 

３ 新型コロナ対策について 

 

(１） 感染拡大が続いている。濃厚接触者も多くなっている。 

ア ＰＣＲ検査は適時に行われているか。 

イ 聞くところによれば、濃厚接触者でも無症状の場合はすぐに検査が

受けられず、自宅待機を余儀なくされている場合があるというが、市

内でそうしたケースはあるか。 

 

(２) 「小学校休業等対応助成金」の周知をしてはどうか。 
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 中川  勲 議員（一般質問） 

 

 

１ 滑川版スマートシティの実現につ

いて 

 

(１)  市役所内のデジタル化は進んでいるのか。 

 

(２) 各家庭においてデジタル技術を活用できるよう指導はどうするのか。 

 

(３) 自宅で各種証明書を申請して受け取れるのか。また、その場合の料金

はどうするのか。 

 

(４) ＤＸ化を推進することにより将来どうなるのか。 

 

(５) デジタル化が進むと市長と職員の会話が減少すると思われる。市長は、

職員と対話を重視するとあるが、職員はいろんなアイデアを持っている

と思う。それを聞き入れ対応していくのか。 

 

２ スポーツ振興について 

 

(１) ４月から小中学生の土曜授業を廃止するとのことである。指導者の確

保や練習場所の整備など児童生徒がスポーツを楽しめる環境づくりをし

てほしいと考えるがどうか。 

 

 (２) みのわテニス村に屋内練習場の建設はできないか。 

 

 

３ 高齢者福祉について 

 

(１) ますます高齢化が進む中、健康づくり政策は考えられているのか。 

 

(２) 堀江地内の運動公園内のパークゴルフコースをもう１、２コース増設

できないのか。 
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  尾崎 照雄 議員（一般質問） 

 

 

１ 行政のデジタル化について 

 

(１)  マイナンバーカードの取得率について 

 

(２)  マイナンバーカードの取得率向上の取り組みについて 

 

(３)  デジタル推進チームの具体的体制について 

 

(４)  デジタル推進チームにおける民間からの専門人材の投入について 

 

(５)  申請書などを書かない窓口を導入してはどうか。 

 

 

２ ＧＩＧＡスクールについて 

 

(１) 教師の取り組みのばらつきについて 

 

(２) ＩＣＴ支援員のさらなる充実について 

 

(３) 学童保育施設のＷｉ-Ｆｉ環境整備について 

 

 

３ 環境について 

 

(１) ゼロカーボンシティ宣言をしてはどうか。 

 

(２) 現在の市内の街灯・防犯灯のＬＥＤ化率について 

 

(３) 全街灯・防犯灯のＬＥＤ化に取り組んではどうか。 

 

(４) 令和４年度に購入予定の市長車及び議長車はＥＶにするのか。 

 

 

４ 福祉について 

 

・  認知症高齢者が行方不明になった際に居場所を把握する手段として、

ＧＰＳ端末を携帯させる見守りサービスがあるが、購入費等を市が助成
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する事業を検討してはどうか。 

 


